
【取り組む際に生じた課題】
• 輸出に関する情報不足。
• 輸出コストの削減。
• 海外需要とのミスマッチによる販路確保の難しさ。

【対応の結果】
• コンテナ単位での取引が実現したことにより、効率的な生産計画が実現。

• 海外ネットワークの構築やニーズの把握により、幅広い品種の商品開発・提案が
可能。

 平成７年より本格的に輸出事業に着手。
 国内輸送をトラックからコンテナ船に転換したことによる輸出コストの改善。
 岩手県の海外拠点を通じ、現地での販促活動等、三陸水産物をＰＲ。

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

平成28年度 4,800 415

１～12月平成27年度 4,500 263

平成26年度 3,800 206

冷凍水産物（さんま、さば、さけ、いか、ほたて）

【主な品目】

東南アジア、米国

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 輸出拡大のため、産地季節性・機能性食材の提案。
• 混載貨物便の利用。
• 輸出先の現地状況を把握し、海外需要に合致した商品開発や取扱品目の拡大。

【生じた課題への対応】
• モーダルシフト（トラック輸送からコンテナ船輸送への転換）により、地元大船渡

湾からのフィーダー船を利用した効率的な輸出コストの改善を図る。
• 海外バイヤーの招へいやバイヤーとタイアップしての商品開発の実施。

【連絡先】 担当者名：鈴木 ＴＥＬ：0192-26-5171 

【活用した支援・施策】 「いわて農林水産物輸出促進協議会」の構成団体としての取組
平成21年度農林水産物等輸出促進支援事業（上海の商談会に出展）

（昭和50年度より輸出開始）

岩手県 大船渡湾冷凍水産加工業協同組合
『冷凍水産物を東南アジア、米国へ』

水産物

タイで水産物のPR

大船渡での個別商談会


